
P10. 伊豆・小笠原海溝周辺の 3D 海底地形 
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 対象海域	
 

	
 

伊豆・小笠原海溝は太平洋プレートがその西側

のフィリピン海プレート下に沈み込む場所に位

置し、最深部は 10,000 ｍ近くに達する。伊豆・
小笠原弧は、太平洋プレートの沈み込みよって

形成された島弧である。 
 
伊豆・小笠原海溝周辺海域におけるプレート沈

み込みや島弧火山活動に関連した変動地形を捉

えることを目的として、150 mグリッド DEMの
作成を行った。水深データ作成において、海洋

研究開発機構と海上保安庁ほかが得た測深デー

タを集積し、不自然なデータやエラーデータの

削除を実施した。 
 
これをもとに立体視できる画像を作成し、地形

解釈を行った。	
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伊豆・小笠原海溝周辺のアナグリフ画像 
赤青メガネ（右目：青）をかけてご覧下	
 

さい	
 


